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第４回護岸整備懇談会の開催結果概要（案） 
 

開 催 概 要 

日  時 平成２７年１月３０日(金) １７時００分～１９時００分 

場  所 千葉県国際総合水泳場 会議室 

参加者数  ２５名 

出席委員  ７名（◎遠藤茂勝、工藤盛徳、及川七之助、澤田洋一、松本好司、 

歌代素克、米山芳昭）◎：座長 

結 果 要 旨 

◇報告事項 

○１）第３回護岸整備懇談会の開催結果概要 

  事務局から資料１により説明後、質疑応答。 

［主な意見及び対応］ 

  ・特になし 

 

◇議題 

○１）２丁目工事着手（平成１８年）から８年後のモニタリング調査と検証・評価 

事務局から資料２により説明後、質疑応答。 

［主な意見及び対応］ 

  ・特になし 

 

○２）２丁目護岸２００ｍ区間の護岸改修による検証基準・モニタリング計画 

事務局から資料３により説明後、質疑応答。 

［主な意見及び対応］ 

  ・９００ｍ区間が完了してモニタリング調査の実績があり、今後２００ｍ区間の調査・

検証を行うにしても、それほど差が生じないと思われるので、神経質に行わなくても

良いのではいか。それよりも塩浜３丁目の方で差が出て来ると思う。 

   ⇒２００ｍ区間は、９００ｍ区間と比べて底質の泥分が多い状況となっており、また

塩浜３丁目の方に行けば行くほど泥分が多くなる傾向があるので、データ取りを兼

ねて調査・検証を行っていきたい。（事務局） 

   

・景観・利用の検証基準で「三番瀬との触れ合いが確保されていること」とあるが、 

２００ｍ区間では、階段護岸等の触れ合いの場を確保するような整備を行うのか。 

   ⇒９００ｍ区間と同じ検証基準を設けており、三番瀬との触れ合いをコンセプトに置

くという考えで記載している。２００ｍ区間は、背後地に公園等の計画がないので、

石積護岸になる。（事務局） 

 

・景観・利用の検証基準で「ある一定の距離が完成した後」にアンケート方式で行う 

とあるが、具体的にいつ頃を考えているのか。 

⇒背後のまちづくり基盤が完成し、供用してからをイメージしていたが、護岸が先に

完成してしまうので、いつ頃かについては、今後検討していく。（事務局） 

 

裏面に続く 

資料２ 
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○３）１丁目護岸 完成後の検証・評価 

事務局から資料４により説明後、質疑応答。 

［主な意見及び対応］ 

  ・展望テラスからの初日の出が良かったとの声がある。 

  

 ・きれいになり、駐車場も確保されたので、安全に三番瀬を眺められるようになった。 

 

  ・この先、この護岸はますます生物が増えて、昔の三番瀬に戻る可能性があるので、そ

れを期待したい。 

 

◇その他 

護岸整備懇談会の委員構成の見直し 

塩浜１丁目の護岸整備が完了したから、来年度以降の委員構成の見直しについて、事務

局から説明を行った。 

［主な意見及び対応］ 

 ・特になし 

 

 

以 上 

 


